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からエネルギーの大いなる放出が生じるか72」だったのであるから。
　話
パ ロ ー ル
し言葉、書
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、あるいは拡張した集団
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作家たちへの給付金を捻出するための文学基金を用意するというものである。この
アイデアは、死去した作家と存命の作家の連帯という道義的理由によっても、市場
の要請に対して「探究の文学」を擁護するという目的によっても正当化されうるも
のだが、出版者たちや権利保有者の利益に反するのみならず、一種の「文学探究国
立センター」の創立によって作家が公務員化され、創作の自由が脅かされるのでは
ないかと恐れる数多くの作家たちの抵抗にも衝突することになる。こうした文学基
金は、５月の精神を引き継いで作家自身によって自主管理されるため、国家支配か
らも市場支配からも守られるのであって、作品に対する作家の所有権と人格的権利
は問題視されないのだ、とUÉが請け合おうとしても功を奏さず、準公共業務とし
ての文芸創作というアイデアは、ついに陽の目をみることがなかった。うまくいけ
ば、それは５月の精神と不可分な集団主義をより遠くまで推し進めることにはなっ
たはずである。だが同時に、それは文芸創作における個人主義とリベラルな体制か
ら全面的に違背するものであった。こうした象徴的革命は、一度も起こることがな
かったと言えよう。
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